
改革工程表２（年度別実行計画）

改革方針
【1 経営の健全化，効率化 】
（１）　組織の再編
・　分散している本部，別館，県北及び
　鹿行支部の統廃合を行う。

（２）　経費の削減

・削減目標:
　　　H2１～Ｈ23　１４１百万円削減
　平成２０年度実績額（１，４１４百万円）
　 に対し，3年間で10％削減
  （H21実績　15,537千円(1.1%減））
 　H24～Ｈ26　 177百万円削減
　（平成23年度実績額（１，１８５百万円）） ［H24単114,020千円 (9.6％削減)]

 　に対し，3年間で15％削減

（3）職員の定数削減
・　平成26年度までに11名削減する。
　（Ｈ２１定数　９４名　）

[90名]

【２　公益事業の充実 】
（１）研修事業の充実

　　　　　　H２２～H２６　３，２５０名

[679名] [497名　累計 1,176名]
（２）内部留保金の社会還元
・　公益事業（研修事業，建設ＣＡＬＳ／
　ＥＣ）への還元
　　（H21計画　　　7,770千円）
　　（H21実績　　12,705千円）
　　（4,935千円増，63.5％増）

【３　公益法人制度改革への対応 】
・　一般財団法人への移行が行える
　ように，計画的に対応する。

【４　進行管理結果の公表 】

[H23.6月　県議会報告]

[H23.7月　ホ－ムペ－ジ公表]

は改革期間及び推進事項を表示

[H22単151,180千円（10.7％削減）

累計　166,717千円（11.8％削減）]

[H23単45,146千円（3.2％削減）

累計　211,863千円（15.0％削減）]

[H23.6月～支出計画の策定]

※災害対応分を除く

[ 560名　累計 1,736名]

累計　168,843千円（14.2％削減）]

［H25単54,823千円 (4.6％削減) ［H26単98,517千円 (8.3％削減)

累計　267,360千円（22.5％削減）]

　　　[H26単65,279千円]

累計　198,769千円]

[760名　累計3,751名]

[75名]

平成26年度平成25年度

（４）　茨城県道路公社との組織の
　一体化

[H22.7月　ホ－ムペ－ジ公表]

委員会で最初の評議員の選定]

[8,736千円経費負担]

[H22.5月　評議員選定委員会の設置]

（966千円増，12.4％増）

　シュミレ－ションを実施]

[H22.6月～支出計画の

土木部検査指導課

改 革 遂 行 責 任 者 理事長，専務理事，常務理事
土木部長，検査指導課長,

総務部長，出資団体指導監

団 体 ( 会 計 ) 名 及 び 部 局 ・ 課 名 (一財）茨城県建設技術公社

平成22年度 平成23年度 平成24年度

[H22.5実施]

[H22.4実施]
[H23.4実施]

[H24.6月　ホ－ムペ－ジ公表]

[H24.4月　一般財団法人に移行］

　※注  ［　］は 目標達成状況、【　】は修正後の目標、                   は対応時期(◆)が明確な事項を表示、

[H22.6月　県議会報告]

[H22.11月最初の評議員の選定
[H24.3月　一般財団法人として認可を
受け4月1日移行登記完了]

[H24.6月　県議会報告]

[80名]

[H24単71，839千円]

[85名]

[H23.4実施]

累計　133,490千円]

[H26.6月　県議会報告]

[H26.6月　ホ－ムペ－ジ公表]

[76名]

[1,255名　累計2,991名]

[H25.6月　県議会報告]

[H25.6月　ホ－ムペ－ジ公表]

　　　[H25単61,651千円]

職員定数の削減（Ｈ２６目標 職員数 ８３名）

県北支部の統合・廃止）

別館の統合・廃止

茨城県道路公社との組織
の一体化（平成２３．４月）

削減目標の策定，実施
【Ｈ２４からＨ２６で１７７百万削減】

（ ８９名 ） （ ８７名 ） （ ８５名 ） （ ８３名 ）（ ９０名 ）

受講者数目標 （H２２～Ｈ２６ ３，２５０名）

法人制度改革に伴う公益目的事業等への支出計画の実施

【６１，２３８千円】 【６１，２３８千円】 【６１，２３８千円】

電子入札システムの
バージョンアップ経費の

負担 ７，７７０千円

毎年度の進行管理結果を県議会に報告するとともに，ホームページ等で公表

評議員会設置，定款変更 移行申請

鹿行支部の統合・廃止

Ｈ２１からＨ２３で１４１百万円削減

法人制度改革に伴う公益目的事業等


